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願いが空に舞い上がる



広報 2令和５年３月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

スカイランタン

３月 10 日、11 日に４年ぶりとなる

つなん雪まつりを開催しました

スカイランタンは打ち上げも幻想的ですが

打ち上げを待っている時もとても綺麗です

雪上があたたかなオレンジの光で埋め尽くされ

打ち上げのその時をじっと待ちます

雪まつりの様子は６ページに掲載しています
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ゆき みず だいち　つなんまち

広報 4令和５年３月号

特 
集
Topic

町
の
原
点
を
見
つ
め
、次
の
時
代
を
描
く

ゆ
き 

み
ず 

だ
い
ち
　
つ
な
ん
ま
ち

「
つ
な
ん
フ
ァ
ン
」
創
出

　
　
　
　
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上

　

津
南
町
は
、
誇
る
べ
き
農
林
産
物
や
観
光

資
源
を
多
く
保
有
す
る
一
方
で
、
統
一
的
な

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
に
で
き
て
い

な
い
と
い
う
現
状
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
短

期
的
か
つ
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
町
づ
く

り
に
お
い
て
「
つ
な
ん
フ
ァ
ン
」
を
創
出

し
、
関
係
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
津
南
町
の
認
知
度
を
高

め
、
差
別
化
に
よ
る
津
南
町
の
ブ
ラ
ン
ド
価

値
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
津
南
町
と
し
て
は
庁
内
横
断
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
民
間
の

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
か
た
に
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
津
南
町
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
左
記
の
よ
う
に
検
討
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

津
南
町
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
「
自
然
」

や
「
自
然
力
」
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
町
で
あ

る
と
い
う
理
解
の
も
と
、
誰
に
で
も
親
し
み

や
す
く
、
直
感
的
に
津
南
町
を
イ
メ
ー
ジ
い

た
だ
け
る
印
象
的
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

よ
り
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
、
町
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
考
え
ま
し
た
。

お
いし
い！

ふ
む
ふ
む…

そ
こ
で

　
　津
南
町
は…

や
っ
ぱ
り
津
南
町
の

も
の
は
良
い
な

も
っ
と
た
く
さ
ん
発

信
し
た
ら
津
南
町
の

フ
ァ
ン
が
増
え
る

と
思
う
の
に
な…

…
…
…
…
…
…
…

津
南
町
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、こ
の
自
然
が
育
ん
だ
産
物
は

ま
さ
に
一
級
品

と
あ
る
分
野
で
は
全
国
的
に
名
が

知
ら
れ
、津
南
町
の
名
が
広
く
発

信
さ
れ
て
い
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税
で

届
い
た
津
南
町
の

食
材
を
使
っ
て
、

お
か
ず
で
も
作

ろ
っ
と

と
あ
る
日
の
朝…

長
い
冬
が
過
ぎ
る
と
山
々
は

新
緑
に
覆
わ
れ

縄
文
の
太
古
か
ら
暮
ら
す
理
由
や

モ
ノ
が
津
南
町
に
は
あ
る

こ

　
　こ

夏
に
は
太
陽
に
向
か
っ
て

作
物
が
大
き
く
育
ち

そ
し
て
深
い
雪
が
積
も
る

よしッ！
「つなんファン」を
　　　　つくるぞ！

秋
は
木
々
が
赤
や
黄
に
染
ま
る



特 集 ゆき みず だいち　つなんまち

5 広報 令和５年３月号

・
・
・

現状

「自然」「自然力」が
　　津南町の軸になっている

自然力に育まれ
　　　自然とともに生きている

・津南町の特徴 /イメージ
・津南町の歴史 /文化 / 生活 / 産業

理解・整理
・特徴やイメージといった
　抽象的なものを言語化

言語化
・津南町の文化や環境、
　事業との整合性チェック

整合性チェック

津南町の ブランディングコンセプト

・ブランディングスローガン
・ブランディングロゴ

コンセプト定義

ブランド  統一化・認知・定着

差別化を加速
（つなんと言えば「○○」→○○と言えば「つなん」）

「つなんファン」の創出
関係人口の増加

農林産物の販路拡大

観光客の誘致

移住定住の促進

ふるさと納税の増収

　

町
で
は
、
上
記
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
今
後

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
や
Ｐ
Ｒ
に
活
用

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ロ
ゴ
の
検
討
も
進
め
て
、
併
せ
て
Ｐ
Ｒ
等

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
対
象
】

・
町
内
に
住
所
が
あ
る
か
た
、
町
内
に
事

務
所
や
事
業
所
を
有
す
る
個
人
や
法
人
、

町
内
に
勤
務
、
通
学
し
て
い
る
か
た

【
募
集
期
間
】

　

令
和
５
年
３
月
20
日
㈪
～
４
月
７
日
㈮

【
閲
覧
・
公
表
場
所
】

　

津
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
津
南
町

役
場
農
林
振
興
課
窓
口

【
提
出
方
法
】

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
閲
覧
・
公
表
場

所
に
備
え
付
け
の
様
式
に
よ
り
、
住
所
・

名
前
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
持
参
・
郵

送
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】

・
持
参　

農
林
振
興
課
８
番
窓
口

・
郵
送　

〒
9
4
9
‐
8
2
9
2

　
　
　
　

津
南
町
大
字
下
船
渡
戊
5
8
5

　
　
　
　

津
南
町
役
場
農
林
振
興
課

・
F
A
X　

 

7
6
5
‐
4
6
2
5

・
メ
ー
ル　

n
orin

@
tow

n
.tsu

n
an

.
niigata.jp

【
意
見
の
取
り
扱
い
】

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
考
慮
し
、
今
後

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
い
た
だ
い
た
意
見
の
回
答
等
は
個

人
情
報
を
除
き
ま
と
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
チ
ー
ム

 

（
農
林
振
興
課　

農
林
班
）

　

℡
7
6
5
‐
3
1
1
5

「つなんファン」 ができるまで

ブランディングスローガン＆ロゴマーク

　ブランディングコンセプトを検討するにあたり、まずは「つなん」を理解し、
言語化しました。
　津南町は何と言っても特徴的な自然（河岸段丘、雪、水、土壌など）を有して
います。そして、その自然によって生まれた農産物や観光資源、人間性、文化が
あります。また、近年では大切な自然環境を保全する取り組みにも注力し、再
生可能エネルギーや脱炭素への取り組みを進めています。
　そこで、「自然」「自然力」というキーワードが生まれました。
　次に各事業分野との整合性チェックを行いました。例えば、農林業を始め、
商工業、観光、移住定住、子育て・教育、福祉、ふるさと納税、脱炭素、SDGsなど、
いずれの事業についても「自然」との関わりが濃厚でした。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
中



広報 6令和５年３月号

1

3

8

7

6

2

4 5

1大割野特設会場で雪上宝探し開催！子どもも大人もたくさんのかた
が参加してくれました　2お祭りと言ったら露店！多くの行列ができ
ていました　3ライブパフォーマンスで会場は大盛り上がり　4雪上
バナナボートはまるでジェットコースターのようでした　5雪の上を
自転車で走るのも最高！　6縁結びに効果あり！？かまくら神社には
大行列が　7特設巨大滑り台で大はしゃぎ！子どもに大人気でした　
8迫力満点の赤沢神楽　

来場者１万1000人！（3/14現在速報値）



7 広報 令和５年３月号

Po
we
r U

p!

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
♡
そ
の
た
め
に
・
・
・

こ
ん
な
か
た
に
は
特
に
お
す
す
め
！

こ
ん
な
か
た
に
は
特
に
お
す
す
め
！

運動にはこんな効果があります！

良く眠れる ストレスの解消になる 筋力＆免疫力アップ

遠くまで出かけて
運動するのは
面倒に感じる

運動をしたいと
思っているが、

何から始めたらいいか
わからない

1人では運動が続かない。
さぼってしまう

最近、足腰が弱った
気がするが

何もしていない

定期的に適度な
運動を継続すると

様々な効果が
期待できます。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
イ
キ
イ
キ
と
、
旅
行
や
趣
味
を
楽
し
む
た
め
に
は

足
腰
が
丈
夫
で
い
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
！

そ
の
た
め
の
筋
力
つ
く
り
は
１
歳
で
も
早
い
う
ち
が
お
ス
ス
メ
で
す
。

津
南
町
で
は
28
か
所
で
「
健
骨
体
操
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
健
骨
体
操
」
は
若
い
か
た
が
や
っ
て
も
、
高
齢
者
が
や
っ
て
も
し
っ
か
り
と

効
果
が
あ
る
内
容
で
す
。
お
近
く
の
教
室
に
ぜ
ひ
１
度
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

健健
骨骨
体体
操操
始
め
ま
せ
ん
か

始
め
ま
せ
ん
か！！

●
対
象
者

・
町
内
に
お
住
ま
い
で
、
教
室
の
会
場
に
自

分
で
来
る
こ
と
が
で
き
る
か
た

・
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

●
実
施
内
容

・
内
容　

脳
を
刺
激
す
る
体
操
、
筋
肉
と
骨

を
鍛
え
る
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

・
場
所　

各
地
区
の
公
民
館
な
ど

※
詳
し
い
会
場
や
時
間
等
は
津
南
町
総
合
セ

ン
タ
ー
（
T
a
p
タ
ッ
プ
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
参
加
費　

　

５
枚
チ
ケ
ッ
ト　

１
，
５
０
０
円

　

10
枚
チ
ケ
ッ
ト　

３
，
０
０
０
円

　

（
チ
ケ
ッ
ト
は
使
用
期
限
な
し
）

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
１
回
無
料

体
験
が
で
き
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
骨
体
操
事
務
局
・
N
P
O
法
人
T
a
p

　

（
タ
ッ
プ
）

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

　

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。無
料
体
験
も
大
歓
迎
で
す
！

　

希
望
の
か
た
は
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局
ま
で
！

皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
！ 健

骨
体
操
参
加
申
込
み
に
つ
い
て



広報 8令和５年３月号

コンビニ・スマホで
　町税・保険料の納付が
　　　できるようになります！

　
令
和
５
年
４
月
分
か
ら
対
象
と
な
る
税
等

の
納
付
書
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
、
納
付
方
法
も
増
え
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
納
付
方
法

も
選
択
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
納
付
書
の
変
更
に
伴
い
国
民
健
康

保
険
料
は
１
年
分
の
納
付
書
を
送
付
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
不
安
な
か
た
に
つ
き
ま
し
て
口
座
振
替
の

登
録
を
し
て
い
た
だ
く
と
安
心
で
す
。 

◎
コ
ン
ビ
ニ
納
付

◎
決
済
ア
プ
リ
で
の
納
付

◎
郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
納
付

◎
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム

　
（
国
民
健
康
保
険
料
は
対
象
外
）

※
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
で
！

◎
金
融
機
関
等
で
の
納
付

　

納
付
書
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融
機

関
等
で
現
金
に
よ
る
納
付
が
で
き
ま
す
。

◎
口
座
振
替
で
の
納
付

　

引
き
続
き
口
座
振
替
で
の
納
付
も
可
能

で
す
。

　

自
動
引
き
落
と
し
な
の
で
手
続
き
が
な
く

納
付
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。　

お
す
す
め
！

・
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

・
固
定
資
産
税　

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
料

※
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
上
下
水
道
料
、
保
育
料
等
は
対
象

外
で
す
。

〈
追
加
さ
れ
る
納
付
方
法
〉

※
今
ま
で
通
り
の

　

納
付
方
法
も
使
用
で
き
ま
す

〈
対
象
と
な
る
税
等
〉

〈お問い合わせ〉　税務町民課　税務班　TEL:765-3113



9 広報 令和５年３月号

〈
追
加
さ
れ
る
納
付
方
法
の
詳
細
〉

〈新しい納付書〉

共通納税システムで使用共通納税システムで使用

コンビニ・決済アプリに使用コンビニ・決済アプリに使用

◎
コ
ン
ビ
ニ
納
付

　

バ
ー
コ
ー
ド
付
き
納
付
書
を
お
近

く
の
コ
ン
ビ
ニ
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

納
付
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
は
納
付
書

裏
面
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
決
済
ア
プ
リ
で
の
納
付

　

決
済
ア
プ
リ
（PayPay

、LIN
E 

Pay

）
で
納
付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
納
付
が
で
き
ま
す
。

※
左
記
の
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
・
決
済

ア
プ
リ
で
の
納
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
い
る　

・
金
額
を
訂
正
し
た

・
納
付
書
の
金
額
が
30
万
円
を
超
え

て
い
る　

・
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
な
い
、
ま

た
は
読
み
取
れ
な
い

◎
郵
便
局
・

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
納
付

　

新
潟
県
・
長
野
県
内
の
郵
便
局
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
納
付
で
き
ま
す
。

※
他
都
道
府
県
で
納
付
す
る
場
合
に
は
別
用

紙
に
な
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム

　
（
国
民
健
康
保
険
料
は
対
象
外
）

　

お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
専
用

サ
イ
ト
で
納
付
方
法
を
選
択
し
、
納

付
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
シ
ス
テ
ム

に
対
応
し
て
い
る
全
国
の
金
融
機
関

で
の
納
付
も
可
能
で
す
。
対
応
の
有

無
に
つ
い
て
は
各
金
融
機
関
へ
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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健
康
と
福
祉
に
関
す
る

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　 

わ
か
っ
た
こ
と【
概
要
版
】

■
は
じ
め
に

■
子
ど
も
の
歯
を
守
る
た
め
に

■
20
代
の
朝
食
の

　
　
　
　
　

欠
食
率
が
４
割

　

町
で
は
、町
民
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
た
め
、平
成
20
年
６
月
に「
町
民
ぐ

る
み
健
康
づ
く
り
宣
言
」を
宣
言
し
、「
食
育

の
推
進
」「
運
動
習
慣
の
定
着
に
よ
る
丈
夫
な

体
づ
く
り
」「
心
の
健
康
づ
く
り
」の
３
つ
の

柱
を
基
本
と
し
て
各
種
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

取
り
組
み
の
成
果
を
確
認
す
る
た
め
、町

内
20
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の
５
歳
刻
み
年
齢
者

を
対
象
に
、５
年
毎
に「
健
康
と
福
祉
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、保
育
園
児
と
小
学
生
の
保
護

者
及
び
中
学
生
を
対
象
と
し
た「
歯
科
保
健

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
い
き
い
き
大
好
き
津
南
町
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果（
食
育
・
歯
科
・
運
動
・
飲
酒
・
喫
煙
・
こ

こ
ろ
の
分
野
）の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（
配
布
数
１
，1
9
8
件
、回
答
数
８
８
８
件
、

回
答
率
74
%
）

　

朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
人
の
割
合
は

86
％
で
し
た
。
（
図
１
）
し
か
し
、
若
い
世

代
の
特
に
20
代
の
朝
食
欠
食
率
は
47
％
で
多

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
保
育
園
か
ら
小
中

学
校
の
頃
ま
で
は
欠
食
が
ほ
と
ん
ど
な
く
て

も
、
高
校
に
進
学
、
就
職
す
る
年
代
に
な
る

と
、
環
境
の
変
化
な
ど
か
ら
徐
々
に
朝
食
を

欠
食
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
「
時
間
が
な

い
」
「
食
べ
る
気
が
し
な
い
」
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
朝
食
の
欠
食
に
つ
な
が
り
や
す
く

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
て
い
る
人
の
割
合
は
69
％
と
、
こ

ち
ら
も
朝
食
の
欠
食
率
同
様
、
若
い
人
ほ
ど

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
い
る
人
が

少
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

乳
幼
児
期
（
保
育
園
児
）
で
、
大
人
が
仕

上
げ
み
が
き
を
毎
日
し
て
い
る
割
合
は
、
全

体
で
90
％
と
平
成
27
年
度
に
比
べ
て
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、

毎
日
仕
上
げ
み
が
き
を
す
る
人
は
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
（
図
２
）

　

ま
た
、歯
や
口
の
健
康
の
た
め
に
保
護
者

が
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
と
し
て
、「
甘
い
お
や

つ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
」と
回
答
し

た
人
は
少
な
く
、年
中
・
年
長
児
に
お
い
て
は

10
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
食
育
」に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
・
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
関
心
が
あ
る
人
は
54
％
、年
代
別
に

み
て
も
、全
体
的
に
低
く
、ま
だ
ま
だ
食
育
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
人
が
少
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、食
育
に
関
し
て
は
引
き
続

き
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。今
後
も
朝
食
や
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
こ
と
の
大
切
さ
の
普
及
啓
発
な
ど
に
努
め

ま
す
。

33.3 
66.7 
75.0 
78.8 

72.7 
79.1 
82.5 
82.8 
91.1 
93.2 
92.0 
94.9 

86.0 

61.1 
33.3 
25.0 
18.2 

25.5 
20.9 
14.3 
14.9 

7.9 
6.2 
4.8 
2.0 

11.9 

5.6 
0.0 
0.0 
3.0 
1.8 
0.0 
3.2 
2.3 
1.0 
0.7 
3.2 
3.0 
2.0 

0%

令和3年度

図１

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳
25歳
30歳
35歳
40歳
45歳
50歳
55歳
60歳
65歳
70歳
75歳
全体

朝食を毎日食べている

はい いいえ 未回答

令和3年度

図２

95.2
91.3 92.1

80.8 83.4 82.8
89.7 84.9

4.9 8.8 8
19.3 16.7 13.8 10.4 14

0 0 0 0 0 3.5 0 1.2
0

20
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R3 H27 R3 H27 R3 H27 R3 H27

年少 年中 年長 全体

%

大人が仕上げみがきをしている割合

毎日している 時々している していない

今月は
桑原 世奈

栄養士
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■
成
人
～
高
齢
者
の

　

歯
科
健
診
の
受
診
率
は
５
割

■
１
日
３０
分
以
上
の

　

運
動
習
慣
が
な
い
人
は
７
割

　

学
齢
期
～
青
年
期（
小
～
中
学
生
）の
歯
科

医
院
の
受
診
に
つ
い
て
、「
定
期
健
診
の
た
め

に
行
く
」と
回
答
し
た
人
は
全
学
年
で
50
～

60
％
台
に
増
加
し
、平
成
27
年
度
に
比
べ
て
、

定
期
受
診
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。（
図
３
）

し
か
し
、学
校
の
歯
科
健
診
で
歯
肉
炎（
歯
肉
の

軽
度
な
炎
症
）と
判
定
さ
れ
た
人
の
受
診
率
は
、

平
成
27
年
度
に
比
べ
て
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
は
、仕
上
げ
み
が
き
を
嫌
が
っ
た

り
、甘
い
お
や
つ
を
好
む
よ
う
に
な
っ
た
り
す

る
こ
と
で
む
し
歯
に
な
り
や
す
く
な
る
時
期

で
す
。毎
日
の
仕
上
げ
み
が
き
の
重
要
性
を
伝

え
、む
し
歯
の
リ
ス
ク
と
な
る
甘
い
お
や
つ
は

時
間
や
量
を
決
め
る
な
ど
、家
庭
で
の
む
し
歯

予
防
に
取
り
組
め
る
よ
う
普
及
啓
発
に
努
め

て
い
き
ま
す
。ま
た
、小
・
中
学
生
で
は
、歯
・
口

腔
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
歯
み
が
き
の
仕

方
な
ど
の
普
及
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
１
年
間
で
歯
科
健
診
を
受
け
た
人
の

割
合
（
図
４
）
は
51
％
と
、
６
年
前
と
比
較

し
て
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
定
期
的
に
歯

科
健
診
を
受
け
て
い
る
人
は
36
％
で
し
た
。

年
齢
別
に
み
る
と
、
20
代
の
若
い
世
代
が
低

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
「
歯
や
歯
ぐ
き
」
へ

の
関
心
が
低
く
、
「
自
分
は
ま
だ
大
丈
夫

…
」
な
ど
の
意
識
か
ら
受
診
率
が
低
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た

歯
や
口
の
健
康
、
定
期
歯
科
健
診
、
個
々

に
合
っ
た
口
腔
ケ
ア

な
ど
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

　

１
日
30
分
以
上
の
運
動
を
週
１
回
以
上
し

て
い
る
人
は
全
体
で
30
％
、
し
て
い
な
い
人

は
68
％
と
、
運
動
習
慣
が
な
い
人
が
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
（
図
５
）

　

年
代
別
に
見
る
と
、
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま

す
が
20
～
50
代
の
働
き
世
代
で
運
動
習
慣
の

な
い
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

運
動
を
し
て
い
な
い
理
由
と
し
て
は
、「
仕

事
や
家
事
が
忙
し
い
か
ら
」が
最
も
多
く
28
％

で
し
た
。（
図
６
）

　

一
方
、日
常
生
活
の
中
で
意
識
し
て
体
を
動

か
し
て
い
る
人
は
、全
体
の
45
％
で
し
た
。年

代
別
に
見
る
と
、65

歳
以
上
の
高
齢
者
で

は
半
数
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
図
７
）

図３ 歯科医院にどのような場合に行くか

R3 H27 R3 H27 R3 H27 R3 H27 R3 H27

中１ 50.0 33.0 40.7 27.0 6.3 9.0 50.0 27.0 0.0 0.0

中２ 50.0 38.0 41.7 30.0 10.5 3.0 37.5 25.0 12.5 0.0

中３ 66.7 31.0 28.3 23.0 7.7 5.0 33.4 39.0 5.2 0.0

（単位：％）

［その他内訳］・行かない　・歯が抜けそうな時　・矯正

歯や歯ぐきに
症状がある

治療した歯の
調子が悪い定期健診

学年

健康診査の
結果 その他

令和3年度

図４
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全体

1日30分以上の運動を週1回以上していますか
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運
動
習
慣
が
な
い
こ
と
は
、生
活
習
慣
病
や

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
※
１
）な
ど
の
発

症
を
招
く
た
め
、運
動
の
必
要
性
に
つ
い
て
啓

発
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、運
動
す

る
時
間
が
確
保
し
に
く
い
働
き
世
代
で
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
参
加
で
き
る
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※
１　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
通
称
：
ロ
コ
モ
）

と
は
、運
動
器
が
衰
え
、日
常
生
活
の「
立
つ
」「
歩
く
」な

ど
の
動
作
が
困
難
に
な
る
状
態
の
こ
と

※
２　

受
動
喫
煙
と
は
、他
人
の
喫
煙
に
よ
り
発
生
し
た

タ
バ
コ
の
煙
を
吸
わ

さ
れ
る
こ
と
。

　

飲
酒
頻
度
に
つ
い
て
「
毎
日
飲
む
」
と
答

え
た
人
は
全
体
で
31
%
で
し
た
。
（
図
８
）

毎
日
飲
酒
す
る
人
の
割
合
は
、
年
齢
が
若
い

ほ
ど
低
い
傾
向
に
あ
り
、
60
歳
以
上
に
な
る

と
ど
の
年
齢
も
30
%
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

飲
酒
日
1
日
あ
た
り
の
飲
酒
量
で
は
、
1

合
未
満
が
33
%
で
最
も
多
い
結
果
と
な
り
、

1
日
当
た
り
の
飲
酒
量
は
あ
ま
り
多
く
な
い

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

1
日
の
適
切
な
飲
酒
量
は
、
純
ア
ル
コ
ー

ル
に
換
算
す
る
と
、
男
性
20
g
（
日
本
酒
1

合
）
、
女
性
10
g
（
日
本
酒
0.5
合
）
で
す
。
今

後
も
引
き
続
き
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
の
関

係
に
つ
い
て
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

現
在
喫
煙
習
慣
の
あ
る
人
の
割
合
は
、
男

性
30
%
、
女
性
7.6
%
で
し
た
。
特
に
喫
煙
率

が
高
か
っ
た
の
は
、
男
性
は
40
歳
（
48
%
）

と
45
歳
（
41
%
）
、
女
性
50
歳
（
23
%
）
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
（
※
２
）
を
受
け
た

場
所
と
し
て
、
「
職
場
」
と
回
答
し
た
人
が

最
も
多
く
17
%
、
次
い
で
「
家
庭
」
で
11
%

と
い
う
結
果
で
し
た
。
（
図
９
）
2
0
2
0

年
の
健
康
増
進
法
の
改
正
に
よ
り
、
公
共
施

設
や
飲
食
店
な
ど
の
禁
煙
・
分
煙
化
が
進
ん

で
お
り
、
以
前
と
比
べ
て
受
動
喫
煙
の
機
会

は
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
屋
外

や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
と
い
っ
た
規
制
の
な

い
場
所
で
喫
煙
す
る
時
に
は
、
周
囲
に
対
す

る
受
動
喫
煙
へ
の
配
慮
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

図６ 運動をしていない理由
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図８

0.0 
3.7

17.9
24.2
30.9
30.2
28.6
28.7
32.7
36.3
36.7

32.3
30.9

72.2 
40.7

42.9
30.3

43.6
27.9

22.2
28.7

34.7
25.3

18.6
19.2
27.8

22.2
51.9

39.3
42.4

20.2
39.5

44.4
39.1

31.7
33.6

41.5
46.5
38.1

5.6
3.7
0.0
3.0
5.5
2.3
4.8
3.4
1.0
4.8
3.2
2.0
3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳
25歳
30歳
35歳
40歳
45歳
50歳
55歳
60歳
65歳
70歳
75歳
全体

お酒（日本酒、焼酎、ビール、洋酒など）を飲む頻度

毎日 時々 ほとんど飲まない（飲めない） 未回答

■「
職
場
」で
多
い

　
　
　
　

望
ま
な
い
受
動
喫
煙

■
６０
歳
以
上
か
ら

　
　
　
　

飲
酒
の
頻
度
が
増
加
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『
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
抱
え
た
と
き
や
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
た
と
き
に
、
誰
か
に
相
談
し
た

り
、
助
け
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
に
た
め
ら

い
を
感
じ
ま
す
か
。
』
（
図
10
）
の
問
い
で

は
、
「
は
い
」
と
回
答
し
た
人
が
、
全
体
の

39
％
で
し
た
。
年
代
別
で
は
55
歳
が
52
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
40
歳
が
51
％
、
35
歳
が

46
％
と
働
き
盛
り
の
年
代
が
他
の
年
代
と
比

べ
、
相
談
や
助
け
を
求
め
る
こ
と
に
た
め
ら

い
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
相
談
に

た
め
ら
い
を
感
じ
る
か
た
の
割
合
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
青
壮
年
期
へ
相

談
窓
口
の
周
知
や
相
談
の
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
職
域
で
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

『
自
分
の
周
囲
に
不
満
や
悩
み
や
つ
ら
い

気
持
ち
を
受
け
止
め
、
耳
を
傾
け
て
く
れ
る

人
は
い
ま
す
か
。
』
の
問
い
で
は
、
「
は

い
」
と
回
答
し
た
割
合
で
は
50
歳
が
最
も
少

な
く
68
％
、
次
い
で
75
歳
が
69
％
、
70
歳

71
％
で
し
た
。
60
歳
以
降
、
年
代
が
上
が
る

に
つ
れ
て
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
割

合
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
、

社
会
と
の
交
流
の
減
少
や
身
近
な
人
の
喪
失

に
よ
り
、
相
談
で
き
る
人
が
減
少
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
日
頃
の
家
族
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
の
い
き
い
き
サ

ロ
ン
や
老
人
会
な
ど
地
域
と
の
繋
が
り
も
大

切
で
す
。
も
し
、
周
囲
の
人
か
ら
悩
み
や
つ

ら
い
気
持
ち
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
時
に
は
耳

を
傾
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
必

要
に
応
じ
て
専
門
家
（
医
師
や
保
健
師
）
に
つ

な
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
づ
く
り
は
、
地
道
な
取
り
組
み
に

よ
っ
て
良
い
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
生
涯
を

元
気
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
乳
幼
児
期
か
ら

の
食
生
活
や
体
力
づ
く
り
、
健
全
な
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
・
分
析
を
も

と
に
、
今
後
も
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
が

個
人
か
ら
始
ま
り
、
家
族
、
学
校
、
地
域
へ

と
広
が
っ
て
い
け
る
よ
う
「
健
康
で
生
き
が

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

0

5

10

15

20

25

30
%

図９ あなたは、この１か月間に、望まずに自分以外の人が吸っていたたばこの煙を吸う機会（受動喫煙）がありましたか。

11.0 10.4

17.1

1.1 1.7 1.90.1 0.2 0.3

8.1
9.5

家庭 職場 学校 飲食店 医療機関 行政機関
（町役場、
公民館など）

遊技場
（ゲームセンター、
パチンコなど）

子供が利用する
屋外の空間

（公園、通学路など）

その他
（コンビニエンス
ストアなど）

公共交通
機関

路上

令和3年度

図10

はい いいえ 未回答

33.3 
33.3 
39.3 
45.5 
50.9 

34.9 
39.7 

51.7 
40.6 
38.4 
34.0 

28.3 
38.6 

61.1 
66.7 
60.7 
51.5 
45.5 

58.1 
52.4 

44.8 
55.4 

54.1 
54.8 

59.6 
54.3 

5.6 
0.0 
0.0 
3.0 
3.6 
7.0 
7.9 
3.4 
4.0 
7.5 
11.2 
12.1 
7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳
25歳
30歳
35歳
40歳
45歳
50歳
55歳
60歳
65歳
70歳
75歳
全体

こころの悩みを抱えたときやストレスを感じた時に、誰かに相談したり、
助けを求めたりすることにためらいを感じますか

■アンケート結果による健康づくり達成状況 ◎＝達成　〇＝未達成だが改善　△＝未達成

目　標　事　項 H28年度状況 目標値（R4年度） アンケート結果(R3年度) 達成状況

朝食の欠食の割合
20代 35% 25% 47% △

30代 27% 20% 22% 〇

食事をバランスよく食べる人の割合 60% 70% 69% 〇

食育に関心を持っている人の割合 47% 70% 54% 〇

１日30分以上の運動を週１回以上している人の割合 35% 40% 30% △

喫煙者の割合

男　性
40歳未満 40% 35% 24% ◎

40歳以上 33% 31% 31% ◎

女　性
40歳未満 13% 10% 15% △

40歳以上 10% 5% 7% 〇

［保育園児］仕上げみがきを毎日実施している割合 85% （H27） 87% 90% ◎

定期健診を受ける人の割合 29% （H27） 35% 36% ◎

うつ病のサインを「知らない」人の割合 － － 37% －

「相談することにためらいを感じる」人の割合 － － 39% －

■
相
談
や
助
け
を
求
め
る

　
　

こ
と
に
た
め
ら
い
を

　
　
　
　
　

感
じ
る
人
が
３
割

■
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
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令
和
５
年
度
犬
の
登
録
お
よ
び

狂
犬
病
予
防
注
射
集
合
注
射

く
ら
し

　

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
下
記
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
る
こ
と
は
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
の
、
１

年
に
１
回
の
義
務
で
す
の
で
、
必
ず
受
け
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
費
用
（
予
定
）

・
既
登
録
犬　

　

３
，
２
５
０
円
（
注
射
代
の
み
）

・
未
登
録
犬

　

６
，
２
５
０
円
（
新
規
登
録
料
＋
注
射
代
）

（
動
物
愛
護
協
会
入
会
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
別
途
会
費
（
１
年
）
１
，
０
０
０
円
が
か

か
り
ま
す
）

■
持
参
す
る
も
の

　

案
内
は
が
き
（
既
登
録
犬
の
み
）

■
注
意
事
項

・
会
場
で
の
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
片
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
届
出
が
必
要
で

す
。
印
鑑
と
鑑
札
、
注
射
済
票
を
持
っ

て
、
税
務
町
民
課
町
民
班
ま
た
は
集
合
注

射
会
場
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　

下
記
の
と
お
り

※
交
通
事
情
等
に
よ
り
、
多
少
時
間
が
遅

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

令和５年度犬の登録及び狂犬病予防注射日程表
月　　日 会　　場 時　　間

［１日目］
４月１3日㈭

十二ノ木集落センター ９：３０～９：５５

津南原集落センター １０：１０～１０：２５

見玉集落センター １０：４５～１１：００

津南農協旧中深見支所 １１：１５～１１：３０

［２日目］
４月１4日㈮

外丸ふれあいセンター ９：３０～９：５０

津南農協旧赤沢支店資材庫跡地前 １０：１０～１０：２５

相吉集落センター １０：３５～１０：５０

上郷クローブ座 １１：１５～１１：３０

津南町役場 １３：３０～１４：００

［３日目］
５月 14日㈰ 津南町役場 １３：３０～１４：２０

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
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３
月
は
新
潟
県
自
殺
対
策

強
化
月
間
で
す

　

新
潟
県
の
自
殺
者
数
は
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
よ
り
令
和
２
年
及
び
令
和
３

年
は
令
和
元
年
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
日
町
地
域
は
県
内
で
も
自
殺
者

の
割
合
が
高
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
津

南
町
の
自
殺
者
数
は
年
に
０
～
４
人
で
、
特

に
高
齢
者
の
自
殺
が
高
い
割
合
と
な
っ
て
い

ま
す
。
町
で
は
自
殺
対
策
計
画
を
基
に
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
人
に
最
近
元
気
が
な
い
な
ど
、
い

つ
も
と
違
う
様
子
を
感
じ
た
ら
、声
を
か
け
、

寄
り
添
い
な
が
ら
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
相
談
窓
口
や
専
門
家
へ
の
相
談
を

す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

津
南
町
役
場
福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

十
日
町
地
域
振
興
局　

健
康
福
祉
部

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
２
４
０
２

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

中
越
地
域
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
８
‐
８
８
‐
０
０
７
０

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

新
潟
県
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
７
８
３
‐
０
２
５

　

毎
日
24
時
間
対
応

弁
護
士
に
よ
る

無
料「
法
律
相
談
」開
催

自
転
車
を
利
用
す
る
時
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が

努
力
義
務
化
さ
れ
ま
す

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁

護
士
さ
ん
に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
下
記

開
催
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
達
し
次
第
、
締

め
切
り
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日　

　

原
則
毎
月
第
２
水
曜
日

　

※
今
後
３
か
月
の
開
催
予
定
日

　
　

４
月
…
…
…
19
日
㈬

　
　

５
月
…
…
…
10
日
㈬

　
　

６
月
…
…
…
14
日
㈬

■
時
間　

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
所　

　

津
南
町
役
場　

三
階

　

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
、
令

和
５
年
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
自
転
車
利

用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
化

さ
れ
ま
す
。

　

現
行
の
道
路
交
通
法
で
は
「
保
護
者
等
は

児
童
ま
た
は
幼
児
を
自
転
車
に
乗
車
さ
せ
る

と
き
は
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
」

が
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
改
正
法

施
行
後
は
「
自
転
車
を
運
転
す
る
全
て
の
人

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
」、「
自
転

車
の
運
転
者
は
同
乗
す
る
人
に
も
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
」
が
努
力
義
務
と
し

て
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

警
察
庁
資
料
（
平
成
29
年
～
令
和
３
年
合
計
）

に
よ
る
と
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用
で
自
転
車

事
故
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
人
の
約
６
割
は
頭

部
に
致
命
傷
を
負
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用
時
の
致
死
率
は
、
着
用

時
と
比
べ
て
約
2.2
倍
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ

■
相
談
内
容　

　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動
産
、
交
通

事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離
婚
、
家
庭
内

ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ

ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先　

　

税
務
町
民
課　

町
民
班　
　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

と
か
ら
、
自
転
車
事
故
に
よ
る
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
に
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
よ

り
頭
部
を
守
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
総
務
部
県
民
生
活
課
交
通
安
全

　

対
策
室

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
３
６

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係
の
業
務
を
実
施

し
て
い
る
「
株
式
会
社
ジ
ェ
ー
ピ
ー
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
様
か

ら
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
と
し
て
１
０
０
万
円
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
長
の
村む

ら

山や
ま

政ま
さ

美み

様
は
芦
ヶ
崎
出
身

で
、今
回
ご
寄
附
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、

高
齢
者
福
祉
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
要

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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の

と
り
く
み

■
空
き
家
バ
ン
ク
相
談
受
付
中

　

昨
年
末
、
町
内
全
域
の
空
き
家
調
査
を
６

年
ぶ
り
に
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
空
き
家
住
宅
は
3
6
７
戸
、

そ
の
う
ち
再
生
利
用
可
能
な
住
宅
は
２
１
４

戸
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
全
く
使
用
し
て
い
な

い
住
宅
は
1
0
4
戸
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
空
き
家
を
活
用
す
る
の
が
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
で
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
は
家
を
売
り
た
い
人
と
買

い
た
い
人
を
つ
な
ぐ
、
町
が
運
営
す
る
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

実
家
が
空
き
家
に
な
っ
た
、
ご
両
親
の
家

が
手
つ
か
ず
に
な
っ
て
い
る
、
自
分
の
家
を

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
い
、
な
ど
些
細

な
ご
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
空
き

家
バ
ン
ク
の
相
談
受
付
や
登
録
・
売
買
に
必

要
な
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
潟
県
が
平
成
30
年
に
実
施
し
た

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

町
内
空
き
家

　
　
実
態
調
査
を
実
施

〜
空
き
家
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
？
〜

動画はこちら

調
査
に
よ
る
と
県
の
空
き
家
率
は
全
国
平
均

を
上
回
っ
て
お
り
、
町
で
も
今
回
の
空
き
家
実

態
調
査
を
ふ
ま
え
て
今
後
の
空
き
家
問
題
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
の
処
分
に
ご
興
味
の
あ
る
か
た

は
、
県
が
作
成
し
ま
し
た
「
空
き
家
が
気
に

な
っ
た
ら
読
む
本
」（
役
場
に
て
配
布
中
）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
新
潟
県
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
配
信
し
て
お
り
ま
す
動
画
を
左
記
の

Q
R
コ
ー
ド
よ
り
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

　

家
を
空
き
家
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と

徐
々
に
建
物
が
傷
ん
で
し
ま
い
、
倒
壊
の
恐

れ
が
出
て
き
た
り
、
人
が
住
め
な
い
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

住
宅
が
住
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、

ま
ず
は
お
早
め
の
ご
相
談
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

［登録用メールアドレス］　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、
火災・道路・クマの目撃情報などをメールにて配信!
■登録方法

QRコードを読み込むか下記のメールアドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス　info-tsunan@mail-mag.net

津南町防災メールに登録しよう！

QRコード

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

２
０
２
３ 

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
開
催
！

イ
ベ
ン
ト

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
誰
も

が
気
軽
に
楽
し
み
な
が
ら
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

や
癒
し
と
い
う｢
心
の
健
康
づ
く
り｣

や
、

雪
の
中
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
地
元
食
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
食
事
、
生
活
リ
ズ
ム
の

改
善
と
い
っ
た｢

身
体
の
健
康
づ
く
り｣

と

い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
コ
コ
ロ
と
カ

ラ
ダ
を
癒
す
効
果
を
考
え
る
、
１
泊
２
日
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
す
。

■
内
容

　

龍
ヶ
窪
セ
ラ
ピ
ー
ス
ノ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
夕
食
、
上
郷
ク
ロ
ー
ブ
座
宿
泊
、
朝
食
、

朝
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、座
談
会
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

参
加

■
期
日

　

３
月
25
日
㈯
～
26
日
㈰　

１
泊
２
日

■
対
象
者

　

20
歳
以
上

■
定
員

　

30
名

■
参
加
費
、
そ
の
他
詳
細

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

企
画
財
政
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
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小さな山里

栃餅
株式会社 さかえ

審査会の様子

認定式の様子（栄村役場にて）

ジオ＋SDGsシャツ雪美人
志賀スポーツ津南醸造 株式会社

■
「
大
地
の
た
か
ら
も
の
」
と
は

　

本
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
内
で
生
産
・
製
造

さ
れ
、
苗
場
山
麓
の
地
質
や
自
然
、
文
化
と

の
関
わ
り
を
語
る
媒
体
と
し
て
の
地
域
産
品

の
開
発
・
販
売
促
進
を
目
指
し
、
特
産
商
品

「
大
地
の
た
か
ら
も
の
」
の
認
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

■ 

新
商
品
10
品
を
認
定

　

認
定
は
２
年
に
１
度
実
施
。
今
年
度
は
第

２
回
目
の
審
査
会
・
認
定
式
を
実
施
し
ま
し

た
。
エ
ン
ト
リ
ー
品
目
は
10
品
。
審
査
会
で

は
、
実
際
に
実
物
を
手
に
取
っ
た
り
、
食
品

に
つ
い
て
は
食
味
審
査
も
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
エ
ン
ト
リ
ー
10
品
目
全
て

を
認
定
。
前
回
の
令
和
２
年
認
定
の
商
品
10

品
目
も
再
認
定
と
な
り
、
認
定
商
品
は
計
20

品
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
に
認
定
式
を
実
施
し
、
認
定
証
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
。
商
品
の
販
売
促
進
に
向

け
今
後
も
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会

　

商
品
開
発
部
会　

事
務
局

　
（
津
南
町
観
光
地
域
づ
く
り
課
）

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
産
商
品

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
産
商
品

　
「
大
地
の
た
か
ら
も
の
」新
商
品

　
「
大
地
の
た
か
ら
も
の
」新
商
品
1010
品
を
認
定

品
を
認
定

新商品をご紹介

マグマソースの
つなんジオカツカレー

ニュー・グリーンピア津南

信州秋山郷
クロモジ和精油
苗場山観光 株式会社

クロモジ芳香蒸留水

「郷の雫」
苗場山観光 株式会社

つなん
津南醸造 株式会社

おひさま
ケチャップ

おひさま

苗場そば
（ジオパークパッケージ）

旭商事 株式会社

越ノ国ニ光カガヤク米

風と雪と水と土と
魚沼津南産コシヒカリ

有限会社 フジミヤ
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER就職や
退職により

国

だ
よ
り

健康保険が変わったら健康保険が変わったら
　 手続きはお早めに！　 手続きはお早めに！

〇大学などへの進学が決まった場合（学生用保険証の交付）

〇大学などの卒業が決まった場合（学生用保険証の返却）

<学生用保険証の交付手続き>
（１） ４番窓口「税務町民課町民班」で転出届を提出する。
（２） ５番窓口「福祉保健課保険班」で学生用保険証への切り替えの届け出を行う。
必要なもの：① 学生であることが証明できるもの（在学証明書または学生証、入学前の場合は合格通知書）
　　　　　  ② 今までの国民健康保険証

<学生用保険証の返却手続き>
〇卒業や退学によって学生でなくなったとき
　必要なもの：認め印、学生用保険証
〇新しく別の健康保険に加入したとき
　必要なもの：新しく加入した健康保険証、認め印、学生用保険証
〇津南町へ戻った（転入した）とき
　必要なもの：認め印、学生用保険証

　就職・退職などで保険の種類が変わったときは、14 日以内に国民健康保険（国保）の加入・
脱退の手続きが必要です。（基本的に会社でなく、本人が届出するお手続きです）
※必要書類がそろわないなどの理由で、国保の加入、脱退の手続きが遅延する場合、その期間に病院にかかる際は、以

前の健康保険証は使わずに、健康保険が切り替え予定であることを病院窓口にお伝えください。

　津南町国保に加入しているかたで、進学を理由に町外に転出する場合、学生用保険証への切り替え手続き
を行うことで、引き続き津南町国保の保険証を使うことができます。学生用保険証は、㊫と記載されます。

　津南町国保の学生用保険証をお持ちのかたで、今年３月に卒業予定のかたがいる世帯では、
進路に応じた手続きが必要となります。必要書類を確認のうえ、手続きをお願いします。

こんなとき 必要なもの

加
　
入

会社を退職したとき 退職日が確認できる書類
（離職票、資格喪失連絡票など）

扶養を取り消しになったとき 扶養取り消し日が確認できる書類
（資格喪失連絡票など）

任意継続が終了したとき 任意継続の喪失日が確認できる書類
（資格喪失連絡票）

脱
退

会社に就職したとき
家族の扶養になったとき 新しく加入した健康保険証または資格取得連絡票

そ
の
他

就学のために他市町村へ転出する
とき（国保のみ）

学生証など在学を確認できる書類、国保の保険証
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森 瑞絵

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。三
箇
地
区
担
当
の
森
で
す
。

雪
の
や
ん
だ
朝
、寒
い
寒
い
と
小
走
り
で
旧

三
箇
小
へ
出
勤
。階
段
を
か
け
あ
が
っ
て
玄

関
へ
！
と
思
っ
た
足
元
の
先
に
、テ
テ
テ
…

と
鳥
の
足
跡
が
続
い
て
い
ま
す
。お
っ
と
踏

む
と
こ
ろ
だ
っ
た
～
と
足
跡
を
乗
り
越
え

る
よ
う
に
ト
ン
っ
と
着
地
！
小
さ
く
て
な

ん
と
も
愛
ら
し
い
そ
の
足
跡
を
残
し
て
、学

校
へ
入
り
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
近
所
の
か
た
が
学
校
へ

用
が
あ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。色
々

と
話
し
た
帰
り
際
、「
こ
れ
、見
た
？
可
愛

い
ね
！
」と
視
線
を
落
と
し
た
先
は
先
ほ

ど
の
鳥
の
足
跡
で
し
た
。そ
う
そ
う
！
気
付

い
て
く
れ
ま
し
た
!?
と
思
わ
ず
こ
ち
ら
も

に
っ
こ
り
。私
が
大
事
に
残
し
て
い
た
も
の

を
分
か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
、と
嬉
し
く

て
、〝
踏
ま
ず
に
残
し
て
お
い
て
よ
か
っ
た

な
〟と
、朝
の
一
瞬
の
判
断
を
褒
め
た
の
で

し
た
。

　

こ
れ
は
長
く
続
く
津
南
の
冬
の
、ほ
ん
の

ひ
と
時
の
出
来
事
で
す
。こ
ん
な
機
会
で
も

な
け
れ
ば
文
章
に
す
る
こ
と
も
な
い
よ
う

な
出
来
事
。そ
れ
で
も
今
こ
う
し
て
書
い
て

い
る
の
は
、こ
の
冬
、鮮
明
に
残
っ
て
い
る
温

か
さ
だ
か
ら
で
す
。雪
は
、人
と
心
通
わ
す

瞬
間
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
な
あ
と
感
じ
ま
す
。

雪
の
恩
恵
は
何
に
も
代
え
難
い
も
の
！
い

や
い
や
、暮
ら
し
は
本
当
に
大
変
。

　

津
南
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
雪
！
い

や
い
や
、綺
麗
と
は
簡
単
に
言
え
な
い
厳
し

さ
が
あ
る
。

　

津
南
に
暮
ら
し
て
、雪
が
も
た
ら
す
こ
の

ル
ー
プ
を
、沢
山
の
人
と
語
り
合
っ
て
き
ま

し
た
。永
遠
に
続
く
よ
う
な
こ
の
語
り
の
中

で
、私
は
、も
っ
と
聞
い
て
み
た
い
で
す
。雪

が
も
た
ら
す
、何
気
な
い
日
常
の
、で
も
た

し
か
に
心
に
留
ま
っ
た
温
か
な
出
来
事
を
。

雪
に
動
か
さ
れ
た
心
を
積
み
重
ね
て
い
け

ば
、そ
れ
が
一
人
ひ
と
り
の
津
南
の
魅
力
と

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。言
葉
に
し
な
い

と
通
り
す
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
か
ら
、み

な
さ
ん
も
今
、思
い
返
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
冬
の
思
い
出
を
、雪
が
解
け
る
前
に
。

農
業
の

知
識

豆

令
和
５
年
度
新
潟
県

当
初
予
算
案（
農
業
関
係
）に
つ
い
て

　

新
潟
県
で
は
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案

に
お
い
て
、
農
林
水
産
業
の
各
分
野
の
戦
略

等
を
踏
ま
え
、
生
産
か
ら
流
通
・
販
売
ま
で

各
段
階
に
応
じ
た
取
組
を
展
開
す
る
こ
と
で

農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
を
推
進
し
、
付

加
価
値
の
高
い
持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
の

実
現
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

【
農
業
の
成
長
産
業
化
】

◆
園
芸
の
更
な
る
導
入
・
拡
大
や
、
主
食
用

米
か
ら
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
等
へ
の
作

付
転
換
に
よ
り
、
所
得
の
最
大
化
を
推
進

園
芸
産
地
の
更
な
る
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み	

4
1
5
，
0
0
0
千
円

麦
・
大
豆
生
産
技
術
向
上
事
業

	

1
3
9
，
1
0
4
千
円

◆
県
産
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

す
る
条
例
や
輸
出
拡
大
に
向
け
た
プ
ラ
ン

を
踏
ま
え
、
国
内
外
の
認
知
度
向
上
や
販

路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

県
産
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

	
1
3
2
，
4
2
8
千
円

県
産
農
林
水
産
物
等
の
輸
出
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み	

2
3
0
，
0
9
4
千
円

　

詳
し
く
は
、
新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
県
全
体
）https://w

w
w

.pref.niigata.
lg.jp/sec/zaisei/r5tousho.htm

l

（
農
林
水
産
部
関
係
）

https://w
w

w
.pref.niigata.lg.jp/site/

norin/r5-norinsuisan-yosanan.htm
l

（
農
地
部
関
係
）

https://w
w

w
.pref.niigata.lg.jp/site/

nochi/reiw
a5nenndotoushoyosanann

ogaiyounoutibu.htm
l

【
ス
マ
ー
ト
農
業
の
促
進
】

◆
農
作
業
の
省
力
化
・
生
産
性
向
上
に
寄
与

す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
を
推
進

新
潟
米
・
園
芸
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進	

5
6
，
5
8
7
千
円

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
に
よ
る
中
山
間
地

域
の
農
業
生
産
体
制
強
化

	

3
7
，
2
6
5
千
円

【
脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
】

◆
C
O
2
排
出
削
減
な
ど
環
境
負
荷
低
減
を

目
指
す
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
の
実
現
に
向
け
た
栽
培
技
術
の
導
入

や
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
排
出
削
減
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け

た
技
術
開
発
・
モ
デ
ル
産
地
育
成 

	

5
6
，
3
0
9
千
円

み
ど
り
の
飼
料
生
産
推
進
事
業

	

1
，
3
2
8
千
円

農
業
関
係
の
主
な
事
業
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『写真集 明治大正昭和 十日町』
 ………………………………………………………………………………… 国書刊行会
●『養

よう

老
ろう

先生、再び病院へ行く』
 …………………………………………………………………… エクスナレッジ
●『オードリー・ヘプバーン永遠の言葉120』
 …………………………………………………………………………………………… 宝島社
●『地図でめぐる日本の県境100』 …………… 天

てん

夢
む

人
じん

●『風を紡ぐ』 ……………………………………… あさの　あつこ
●『松雪先生は空を飛んだ』 ………………… 白

しら

石
いし

　一
かず

文
ふみ

●『真珠とダイヤモンド』 ……………………… 桐
きり

野
の

　夏
なつ

生
お

●『逆転のバラッド』 ……………………… 宇
う

佐
さ

美
み

　まこと

【子どもの本】 
●『図書委員は泣かない』 ……………………… ほるぷ出版
●『体育委員はなやみすぎ』 ………………… ほるぷ出版
●『ナゾトキ・ハンター ヒマラヤを守る猿の王』 

 …………………………………………………………………………… KADOKAWA
●『どっちが強い！？動物vs恐竜』
 …………………………………………………………………………… KADOKAWA
●『みやこかがみ』 …………………………… いもと　ようこ
●『よるのどうぶつえん』 ……………………おかだ　こう
●『かまどろぼう』 ……………………………………………… 桂　文我
●『パンダなかよしたいそう』
 ……………………………………………………………… いりやま　さとし

　

今
年
度
も
早
い
も
の
で
終
わ
り
が
近

づ
き
、新
年
度
が
目
前
と
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
か
ら
は
コ
ロ
ナ
の
規
制
が
緩
和

し
そ
う
で
す
。徐
々
に
元
あ
っ
た
生
活

を
取
り
戻
せ
そ
う
で
す
ね
。

　

４
月
か
ら
新
生
活
を
控
え
、環
境
が

大
き
く
変
わ
る
か
た
も
い
る
か
と
思
い

ま
す
が
、体
調
・
感
染
対
策
に
気
を
付
け

な
が
ら
、頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
・
・
季
節
の
本
コ
ー
ナ
ー
・
・
・

　

今
月
の
季
節

の
本
コ
ー
ナ
ー

で
掲
示
し
て
い

る
本
を
紹
介
し

ま
す
。４
月
と

い
う
こ
と
で
春

に
関
連
す
る
本

（
お
花
、桜
や
イ
チ

ゴ
な
ど
）、春
の
小
説
や
絵
本
を
掲
示
し

ま
す
。前
回
の
写
真
は
公
民
館
一
階
の

ホ
ワ
イ
エ
で
し
た
。さ
て
今
回
は
公
民

館
の
ど
こ
で
撮
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
ヒ

ン
ト
は
表
示
の
紙
で
す
。皆
さ
ん
分
か

り
ま
す
か
？

・
・
・
児
童
書
の
寄
贈
・
・
・

　

毎
年
、青
少

年
育
成
町
民
会

議
様
が
、児
童

書
を
寄
贈
し
て

く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。今
年
は

特
に
、公
民
館

図
書
室
や
移
動

図
書
室「
ひ
ま
わ
り
号
」で
人
気
の
あ
る

シ
リ
ー
ズ
物
や
絵
本
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。元
あ
っ
た
シ
リ
ー
ズ
物
の
続

き
や
、新
し
い
お
話
が
増
え
て
蔵
書
が

充
実
し
ま
し
た
。

　

数
か
月
間
は
新
刊
と
し
て
掲
示
し
ま

す
の
で
、図
書
室
に
お
立
ち
寄
り
の
際

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。貸
出
も
O
K

で
す
。新
年
度
か
ら
の
移
動
図
書
室
で

各
学
校
に
も
お
持
ち
し
ま
す
よ
！

・
・
・
人
気
の
本
が
探
し
や
す
く

　
　
　
　
　

な
り
ま
し
た
・
・
・

　

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
本
の
シ
リ
ー

ズ
を
探
し
や
す
い
よ
う
に
、１
つ
の
本

棚
に
ま
と
め
ま
し
た
。今
ま
で
登
録
上

別
々
で
本
棚
に
並
ん
で
い
ま
し
た
が
、こ

れ
で
探
す
手
間
が
省
け
、一
度
に
借
り
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。今
回
は「
ど
っ
ち
が

強
い
!?
」シ
リ
ー
ズ
、「
ド
ラ
え
も
ん
化
学

ワ
ー
ル
ド
」シ

リ
ー
ズ
、「
コ
ナ

ン
」シ
リ
ー
ズ

で
す
。ま
た
ジ

ブ
リ
や
デ
ィ
ズ

ニ
ー
の
本
も
窓

際
に
ま
と
め
て

並
ん
で
い
ま
す
。

■
休
館
日

　

３
月
27
日
㈪
、４
月
24
日
㈪

京都浪漫紀行

　カメラマンとして勤務しながら京都風景写真家
として活動している稲田さんの撮影した美しい
数々の写真が盛りだくさんです。写真のインパク
トの強さだけではなく、繊細な色彩の変化によっ
て季節の移ろいを見せつつ、しっとりと詫び寂
びを感じられるような一冊です。四季折々の情
緒豊かな京都らしい写真を是非ご覧ください。

稲田　大樹

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

３月 −弥
や

生
よ い

−

３月の新着図書（HPでも検索できます）



21 広報 令和５年３月号

つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

ホ
ツ
ホ
ツ
と
新し

ん

芽め

の
ぞ
き
ぬ
黒く

ろ

ず
み
た
る

雪ゆ
き

の
塊か

た
ま
り

そ
の
端は

し

下げ

か
ら 

風
巻
淳
子

雪ゆ
き

に
押お

さ
れ
幹み

き

傾か
た
む

け
る
椿つ

ば
き

の
木き

白し
ろ

き
蕾つ

ぼ
み

の
日ひ

ご
と
に
開ひ

ら

く 

江
村
美
智
代

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

少す
く

な
く
な
り
て
世よ

は
動う

ご

く

我わ
れ

は
変か

わ
ら
ず
活か

つ

動ど
う

停て
い

止し

（
新
型
コ
ロ
ナ
） 

小
島
香
代
子

ビ
ー
ル
飲の

み
机つ

く
え

に
コ
ッ
プ
を
吾わ

れ

置お

け
ば

翁お
き
な

笑え

顔が
お

で
す
か
さ
ず
注そ

そ

ぐ 
江
村
大
輔

雪ゆ
き

山や
ま

の
石い

し

垣が
き

の
角す

み

水す
い

仙せ
ん

が

新し
ん

芽め

顔か
お

出だ

し
日ひ

に
日ひ

に
伸の

び
る 

津
端
恵
子

わ
が
町ま

ち

の
予よ

報ほ
う

は
未い

ま

だ
雪ゆ

き

マ
ー
ク

画が

面め
ん

は
替か

わ
り
東と

う

京き
ょ
う

は
桜さ

く
ら 

貝
澤
圭
子

降ふ

り
続つ

づ

く
雪ゆ

き

は
全す

べ

て
を
白し

ろ

く
せ
り

我わ
れ

の
心こ

こ
ろ

を
残の

こ

せ
る
ま
ま
に 

関
谷
郁
子

娘こ

が
孫ま

ご

と
添そ

ひい

寝ね

せ
る
顔か

お

よ
く
似に

た
り

団だ
ん

子ご

っ
鼻ぱ

な

は
我わ

れ

も
同お

な

じ
か 

恩
田
久
美
子

中ち
ゅ
う

秋し
ゅ
う

の
満ま

ん

月げ
つ

冴さ

え
て
満ま

ん

面め
ん

の

笑え

み
を
写し

ゃ

真し
ん

に
君き

み

は
逝い

き
た
り
（
公
夫
さ
ん
八
四
歳
）

 

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
二
月
）

隙す
き

間ま

雪ゆ
き

築ち
く

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

の
暮く

ら

し
あ
り

除じ
ょ

雪せ
つ

車し
ゃ

の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
跡あ

と

著し
る

き
道み

ち

 

緑　

味み

噌そ

玉だ
ま

の
上じ

ょ
う

手ず

な
父ち

ち

の
夢ゆ

め

を
見み

た

い
づ
れ
入い

る
老ろ

う

人じ
ん

ホ
ー
ム
牡ぼ

丹た
ん

雪ゆ
き

 

渡　

舟

踏ふ

み
破や

ぶ

る
音お

と

の
た
の
し
き
朴ほ

ほ

落お
ち

葉ば

登と
う

校こ
う

の
か
た
ま
っ
て
ゆ
く
吹ふ

ぶ

雪き

か
な

 

房　

良

点て
ん

々て
ん

と
何な

ん

の
足あ

し

跡あ
と

雪ゆ
き

の
原は

ら

雪ゆ
き

し
ま
く
予よ

想さ
う

外ぐ
わ
い

か
ら
つ
ぶ
て
雪ゆ

き

 

壽　

子

火ひ

伏ぶ
せ

札ふ
だ

仰あ
ふ

ぎ
て
一い

ち

打だ

鍛か

冶ぢ

始は
じ
め

か
ま
く
ら
に
吾あ

子こ

の
匂に

お

は
す
メ
ン
タ
ー
ム

 

千
年
雄

湯ゆ

豆ど
う

腐ふ

や
湯ゆ

気げ

ご
し
に
見み

る
赤あ

か

き
箸は

し

ボ
ン
タ
ン
の
甘あ

ま

さ
の
後あ

と

に
種た

ね

ひ
と
つ

 

守　

人

帰か
え

れ
ず
に
雪ゆ

き

問と

ふう

き
み
へ
封ふ

う

筒と
う

に

輝か
が
や

く
白し

ろ

と
香か

お

り
を
詰つ

め
む 

小
野
寺
恒
代

春は
る

の
宵よ

い

風か
ぜ

あ
た
た
か
く
庭に

わ

に
い
で

瞬ま
た
た

く
星ほ

し

を
指ゆ

び

で
数か

ぞ

え
ぬ 

高
橋
春
枝

画が

面め
ん

よ
り
映う

つ

し
出だ

さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
見み

て

電で
ん

話わ

か
け
く
る
る
友と

も

有あ
り

難が
た

し 

麻
績
初
恵

友と
も

が
呉く

る
る
三さ

ん

色し
ょ
く

の
菫す

み
れ

草そ
う

カ
ー
テ
ン
ご
し
に
早は

春る

を
色い

ろ

ど
り 

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

テ
レ
ビ
で
は
寒か

ん

紅こ
う

梅ば
い

の
咲さ

く
を
告つ

げ

列れ
っ

島と
う

広ひ
ろ

し
雪ゆ

き

降ふ

る
わ
が
町ま

ち 

中
村
武
子

父ち
ち

母は
は

と
姉き

ょ
う

弟だ
い

御お

座は

す
天て

ん

国ご
く

に

一い
っ

周し
ゅ
う

忌き

迎む
か

へ
し
妹い

も
う
と

お
も
ふ 

島
田
眞
之
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令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
か
た
に
は
、
は
が
き
形
式
の
学

生
納
付
特
例
申
請
書
が
年
金
機
構
か

ら
送
ら
れ
ま
す
。
４
月
か
ら
も
同
じ

学
校
に
在
学
さ
れ
る
か
た
で
、
同
じ

く
こ
の
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
そ
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場

合
、
学
生
証
の
コ
ピ
ー
や
在
学
証
明

書
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
納
付
特
例
を
利
用
せ
ず
、
納

付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
年
金
事

務
所
ま
た
は
役
場
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、在
学
校
の
変
更
や
、

学
生
で
な
く
な
っ
た
場
合
も
、
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

＜実施された行事＞
〔２月〕
	 20日	 臨時全員協議会
	 21日	 議会運営委員会
	 21日	 津南地域衛生施設組合議会
	 	 定例会（議長・組合議会議員）
	 21日	 国保運営協議会（副議長）
	 22日	 県町村議会議長会定期総会
	 	（議長）
	 24日	 十日町地域広域事務組合
	 	 議会定例会（議長、組合議員）

〔３月〕
	2日～17日	 第1回定例会
	 6日	 議会運営委員会
	 7日～8日	 合同常任委員会

＜今後予定されている行事＞
〔４月〕
	 6日	 議会運営委員会
	 6日	 全員協議会

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり100日運動100日運動

 1500日 石沢由美子（十二ノ木）
 1000日 桑原　正（船山）
 400日 鈴木キノ（大割野）
 300日 涌井サト

主な運動：ラジオ体操、ウォーキング、健骨体操、
    ストレッチ、ゴルフ　他

　

町
内
に
は
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き

家
が
増
え
て
お
り
、
防
災
・
防
犯
・
衛
生
・
景
観

上
の
問
題
に
よ
り
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
移
住
・
定
住
、

空
き
家
バ
ン
ク
等
の
利
活
用
に
繋
げ
る
た
め
、
空

き
家
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
空
き
家
の
利
活
用
や
危
険
空
き
家
対
策

な
ど
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
調
査
の
対
象
】　

町
内
全
域

【
調
査
期
間
】

　

令
和
４
年
11
月
10
日
㈭
か
ら
12
月
11
日
㈰

【
調
査
方
法
】　

調
査
員
（
町
職
員
）
が
現
地
で
の
外

観
目
視
や
嘱
託
員
等
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
り
、
現

状
で
居
住
用
と
し
て
利
用
が
可
能
か
不
可
か
の
判

定
及
び
倒
壊
等
の
危
険
性
の
有
無
と
周
囲
へ
の
影

響
を
含
め
て
判
定

【
調
査
結
果
】

■
住　

宅

■
そ
の
他
（
物
置
・
倉
庫
な
ど
）

　【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
（
内
線
２
２
２
）

令
和
４
年
度

　

空
き
家
実
態
調
査
の

　
　
　
　
　
　

結
果
に
つ
い
て

　

会
社
等
に
勤
務
し
て
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る

60
歳
未
満
の
か
た
が
、
退
職
さ
れ
る

場
合
に
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
会
社
等
を
退
職
さ
れ
る
か

た
の
配
偶
者
で
、
第
三
号
被
保
険
者

の
か
た
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
す
る
第
一
号
被
保
険
者
へ
の
変

更
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
は
、
加
入

し
て
い
た
年
金
の
資
格
喪
失
証
明

書
が
必
要
で
す
。
こ
の
証
明
書
は
、

本
人
も
し
く
は
配
偶
者
が
勤
務
し

て
い
た
会
社
等
か
ら
作
成
し
て
も

ら
い
、
住
民
票
が
あ
る
市
区
町
村
役

場
で
加
入
年
金
の
変
更
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

（
自
動
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

空
き
家
総
数　

３
６
７
件

危
険
空
き
家

４
８
件

居
住
等
利
用
可
能
空
き
家

２
１
４
件

空
き
家
総
数　

３
５
件

危
険
空
き
家

８
件

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

議会コーナー

～
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、保
険
料
の

～
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、保
険
料
の

　
　
　

納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
か
た
へ
～

　
　
　

納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
か
た
へ
～

学
生
納
付
特
例
の
継
続
は

学
生
納
付
特
例
の
継
続
は

お
済
み
で
す
か
？

お
済
み
で
す
か
？

会
社
を
退
職
さ
れ
る
皆
様
へ

会
社
を
退
職
さ
れ
る
皆
様
へ

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
忘
れ
ず
に

を
忘
れ
ず
に
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Ｔ
ａ
ｐ
は
平
成
25
年
４
月
に「
つ
な
が
り

で
人
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り
」を
理
念
に
設

立
し
、こ
の
３
月
で
10
周
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
多
く
の
皆
さ
ま
が
た
の
ご

支
援
の
お
陰
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
理
念
を
大
切
に
し
、運
動
事
業

や
文
化
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。よ

り
良
い
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、皆
さ
ま

の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

Ｔ
ａ
ｐ
は
令
和
５
年
３
月
で

　
　
　
　

創
立
10
周
年
と
な
り
ま
す

子どもから大人まで、

運動事業や文化事業を展開しています。

Ｔａｐと一緒に豊かな時間を

過ごしませんか。 この指と～まれ：デイキャンプ

ジオガイドのみなさんによるおもてなし

ジオガイドが津南町の見どころを紹介

クアハウス津南：幼児水泳教室

フラワーアレンジメント教室
クリスマスリース作り

　

何
か
始
め
る
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
。現
在
、Ｔ
ａ
ｐ
及
び
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
２

月
20
日
号
で
配
布
さ
れ
ま
し
た
広
報
誌「
Ｔ

ａ
ｐ
で
い
こ
う
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

令
和
５
年
度　

会
員
募
集
中

だ
ん
だ
ん 

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

津
南
雪
ま
つ
り
で
た
く
さ
ん
の

　
　

お
客
さ
ん
か
ら
来
て

　
　
　
　
　
　
　

い
た
だ
き
ま
し
た

　

３
月
11
日
に
行
わ
れ
た
津
南
雪
ま
つ
り
で

は
、
大
割
野
会
場
に
大
き
な
カ
マ
ク
ラ
と
ス

テ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
、
四
年
ぶ
り
の
開
催
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
露
店
な
ど
で
会
場
も
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
町
内
の
様
々
な
お
店
が
雪
ま
つ
り
に

来
た
お
客
さ
ん
の
お
も
て
な
し
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
交

流
ス
ペ
ー
ス
の
部
分
を
活
用
し
「
苗
場
山
麓

ジ
オ
パ
ー
ク
」
ガ
イ
ド
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ

る
津
南
町
・
栄
村
の
紹
介
、
甘
酒
の
振
る
舞

い
を
行
い
ま
し
た
。

■
会
議
室
の
ご
予
約
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

　

だ
ん
だ
ん　

℡
０
８
０
‐
３
５
３
４
‐
１
２
９
６

　

こ
の
２
月
に
新
た
に
10
個
の
商
品
が
追
加

さ
れ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
商
品
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
実
際
に
そ
こ
に
い
っ
て
買

え
る
よ
う
に
お
店
の
場
所
な
ど
を
紹
介
。
雪

ま
つ
り
で
配
ら
れ
た
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
、

神
社
に
あ
る
雪
で
作
ら
れ
た
灯
籠
や
、
貸
し

出
し
用
の
昔
の
冬
の
民
具
（
す
げ
帽
子
等
）
を

着
て
写
真
を
撮
る
な
ど
大
割
野
会
場
を
周
遊

し
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
代
表
を
務
め
る
小

島
隆
夫
さ
ん
は
「
ジ
オ
パ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
を
通

じ
て
、
多
く
の
人
に
津
南
を
知
っ
て
も
ら
え

た
。
ふ
る
ま
い
も
好
評
で
み
ん
な
喜
ん
で

帰
っ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
ん
だ

ん
の
玄
関
ポ
ー
チ
は
ち
ょ
う
ど
い
い
大
き
さ

だ
っ
た
。」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
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この紙は
再生紙を
使っています

そば打ち

ホオジロ

なじょもんのブナ林

カモシカ

●バードウォッチング
　日　時：4月8日㈯・16日㈰　午前9時～ 11時
　入場料：500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　春はさまざまな渡り鳥を観察できる

季節です。なじょもんの森にはどんな鳥

が来ているでしょうか？

●「そば打ち」体験
　日　時：4月23日㈰
　　　　 午前10時～ 11時30分
　体験料：1,500円 ※友の会会員は半額
　対　象：小学3年生～大人
　つなぎにヤマゴボウとフノリを使ったそば打ち体験です。

●ブナ林観察会
　日　時：4月29日㈯　午前9時～ 11時
　体験料：500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　なじょもんのブナ林を歩きながら自然観察を楽し

みましょう。

●特別天然記念物 カモシカについて
　カモシカは、特別天然記念物に指定されていますので、

見つけた場合は遠くから見守りましょう。もし、死亡して

いるのを見つけた場合は、速やかに教育委員会文化財班

（TEL765-5511）にご連絡ください。放鳥されている朱鷺も

同様となります。皆さまのご協力をお願いいたします。

●「なじょもん友の会」会員募集
　なじょもん友の会に加入すると、体験料が半額・有料企画展の入場料が無

料・津南町歴史民俗資料館の入館が無料・会報や体験スケジュールの送付など、

様々な特典があります。

　<年会費>　個人会員：1,000円（小・中学生半額） 　家族会員：2,000円
　詳しくは、なじょもんまでお問合せください。

４月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈯ 13:30～14:30 勾玉づくり 500 低学年以上

2日㈰ 10:00～11:00 クルミのアクセサリー 500 低学年以上

8日㈯ 9:00～11：00 バードウォッチング 500 低学年以上

9日㈰ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

15日㈯ 13:30～15:30 和紙のあかり　※ライトは別途950円 1,500 中学年以上

16日㈰ 9:00～11:00 バードウォッチング 500 低学年以上

22日㈯ 10:00～11:30 ろうそくのランタン 800 高学年以上

23日㈰ 10:00～11:30 そば打ち 1,500 中学年以上

29日㈯ 9:00～11:00 ブナ林観察会 500 低学年以上

30日㈰ 10:00～11:00 小枝のランプシェード　※ライトは別途950円 700 低学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

表
紙
の
写
真　

４
年
ぶ
り
に
つ
な
ん
雪
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

し
た
。本
祭
当
日
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
会
場
も
大
割
野
会

場
も
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。天
気
も
良
く
、

ラ
ン
タ
ン
が
と
て
も
き
れ
い
に
舞
い
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

■人口8,828（−18）　男4,293（−７）　女4,535（−11）

■世帯数3,453（＋２）　■転入／７　■転出／ 10　■出生／１　■死亡／ 16　■婚姻／１３月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

山田　ミヨさん	 （96歳・越渡）

反リ目光子さん	 （67歳・中深見）

関澤　房一さん	 （93歳・大割野）

根津由三郎さん	 （91歳・大割野）

上倉　光男さん	 （80歳・栄村豊栄）

山田　　節さん	 （96歳・大割野）

石川　ハナさん	 （99歳・足滝）

石橋　久治さん	 （93歳・割野）

石橋　静枝さん	 （101歳・相吉）

吉野　ミネさん	 （96歳・十二ノ木）

島田　周典さん	 （88歳・宮野原）

桑原　育子さん	 （78歳・反里口）

桑原マツノさん	 （88歳・反里口）

石澤　ハルさん	 （90歳・恵福園）

高橋カツムさん	 （90歳・中深見）

根津　宏孝さん	 （71歳・大割野）

瀧澤　澄子さん	 （68歳・陣場下）

涌井　菊江さん	 （101歳・赤沢）

　

私
が
広
報
担
当
に
な
っ
て
か
ら
1

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
で
し
た
。た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
で
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
、と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。４
月
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
復
活

す
る
と
思
う
の
で
、で
き
る
限
り
撮
影
に
行
か
せ
て
い

た
だ
き
、皆
さ
ん
に
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。来
年

度
も
広
報
つ
な
ん
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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